
 
様式 C-7-2 

自己評価報告書 

 

平成 ２３ 年 ５ 月 ８ 日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

研究分野：代数幾何学 

科研費の分科・細目：数学・代数学 

キーワード：モーデル・ヴェイユ格子、Ｋ３曲面、球のつめこみ、整点、グレブナ基底,abc-

定理 

 

１． 研究計画の概要 

以下のテーマを中心に研究、 

（１）Ｋ３曲面と球のつめこみ問題、
（２）ある種の楕円曲面の存在、有限性
定理と定義体の問題、（３）モーデル・
ヴェイユ格子から生ずるガロア表現と
代数方程式、（４）フェルマー曲面上
の代数的サイクル、（５）楕円曲面の整
点の研究とグレブナ基底 

 
２．研究の進捗状況  
（１）球のつめこみ問題と関係付けるこ
とにより、ある種の楕円 K３曲面のモーデ
ル・ヴェイユ格子、ネロン・セヴェリ格
子、および超越格子の構造を決定した。 
（２）楕円曲面を 1変数多項式環の abc-
定理との関係で考察した。とくに、abc-
定理で等号が成立する場合に注目して 
Belyi の定理を適用するにより、一般の
算術種数の場合に、射影直線上の半安定
かつ extremal な楕円曲面の存在と有
限性を確立した。これは、算術種数１、
２の有理楕円曲面やＫ３曲面に関する
既知の結果を、任意の算術種数の場合に
拡張したものである。 
（３）モーデル・ヴェイユ格子から生ず
るガロア表現および代数方程式につい
て、①ワイル群 W(E_8) をガロア群とす
る整数係数多項式の具体例を構成した。
②半安定な有理楕円曲面の族に対応する乗
法的理論を、E_6 の場合に確立し、３次曲
面などに応用した。 
（４）フェルマー曲面のネロン・セヴェ
リ群の生成元についての既知の結果「曲面の

次数ｍが６と互いに素のときは、有理数係数
では直線が生成元となる」ことを精密化して、
本研究においては、「ｍが６と互いに素かつ
１００以下のとき、フェルマー曲面のネロ
ン・セヴェリ群が直線達によって整数係数で
生成される」ことを証明（シュットおよび
ヴァン・ルイクとの共著論文）。 
(５) 楕円曲面上の整点の有限性（ジー
ゲルの定理の類似）をモーデル・ヴェイ
ユ格子のハイト公式を用いて確立。これ
をもとに底曲線が射影直線の場合に「整点
スキーム」の概念を導入し各整点の「重複度」
を定義し、基本的な問題を提起した。そして
有理楕円曲面の場合にはモーデル・ヴェ
イユ格子の構造と例外的ルート格子 E8 
についての知見を用いて、これらの問題
を完全に解決した。とくに整点の重複度
を完全に決定した。この結果は、整点の
イデアルのグレブナ基底の計算などに、
興味深い応用をもつ。 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
理由 上の進捗状況の項目に書いたように、 
テーマ（１）．（２）については、初年度に所
期の目標を達成できた。（論文⑦、⑧、図書
①。） 
またテーマ（３）、（４）、（５）についても、
順調に進展している。とくに、前項（３）①
で述べた E＿8 のワイル群をガロア群とする
整数係数多項式の簡明な例の構成（論文⑥）
や、（４）でのフェルマー曲面のネロン・セ
ヴェリ群の生成元に関する研究（論文①）は、
著しい結果として内外の数学者から評価さ
れた。さらに、テーマ（５）では、楕円曲面
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の整点の個数と重複度について、有理楕円
曲面の場合に満足すべき結果を得た（論
文④、⑤）。これを K３曲面等に拡張する
ことを次の目標のひとつとしている。 
 
4.今後の研究の推進方策 
モーデル・ヴェイユ格子から生ずるガロ
ア表現および代数方程式について、半安
定な有理楕円曲面の族に対応する乗法的理
論の確立を、前年度の E_6 の場合に引き
続き、E_7, E_8 の場合に拡張したい。
とくに、E_r 型の単純代数群の表現論
との関連を視野に入れて研究すること
を考えている。 
 

 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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